
１ 力強い産業が発展するまち

２ 人・つながりが育つまち

◇‌�「ものづくり」のブランド向上や新産業の創出を進めるとともに、商業をはじめとした中小企業などの
活性化を図ります

◇安心して子供を産み育てることができる環境をつくります

◇「農」の持つ可能性と新たな価値を追求するなど、未来につながる農林業の振興を図ります

省エネ設備の導入や、生産体制の効率化や合理化を実現するためのデジタル技術の導入など、直面する課
題の解決や事業の継続・拡大に取り組む中小企業を支援し、事業付加価値の向上につなげます。
●産学官連携支援　●生産性向上推進　●省エネ設備導入等支援

全ての児童の保健対策の充実と子育て世帯の経済
的負担を軽減するため、また今後の少子化対策に
つながる事業の一つとして、こども医療費助成の
対象者を18歳までに拡大するとともに、所得制
限を撤廃します。

市外で暮らしている、または市外への転出を検討
する若い世代や子育て世帯が、親世帯と市内で同
居や近居をすることによる子育てや介護などの支
え合いを促進するため、住宅の購入資金や賃貸住
宅の家賃の一部を支援します。
●住宅購入資金補助　●賃貸住宅家賃補助

虐待やいじめ・不登校などを未然に防ぐための予
防的支援を行うチームを整備し、子どもの命を守
るため市長部局・教育委員会が連携した総合的な
施策を展開します。
●予防的支援体制の構築　●未然防止のための取り組み

希望する誰もが安心して妊娠を実現する環境を整
備し、出産を前向きに考えることができるよう妊
娠前から継続してサポートします。
●不妊治療費助成　●不育症検査費助成

10ページに関連記事を掲載

農業を持続可能な「稼げる」産業とするため、高収益作物を生産するプ
ロ農家の育成はもとより、多様な担い手が行う新たな農業関連ビジネス
を育成し、農業所得の向上を図り、新たな就農につなげます。

●多様な担い手の確保・育成　●農業の競争力向上
●農業関連ビジネスの育成
　‌�地域主体の農業体験や農村資源を活用したイベント開催、シェフと連携した地元

食材を使ったメニュー開発、市内農作物の販売促進などを支援するため、農業チャ
レンジ補助金を創設します。

1－①　事業付加価値向上支援事業

2－①　こども医療費助成費の拡大（10月～）

2－②　三世代同居・近居支援事業

2－③　子どもの予防的見守り支援事業

2－④　不妊治療・不育症に対する助成事業

1－②　農業振興ビジョンの実現に向けて

予算額　約１億145万円

予算額　620万円

予算額　約2,741万円

予算額　351万円
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一部
新規

一部
新規

新規

新規

特集　令和５年度施政方針と重点施策

予算額　440万円

予算額　約3,392万円

府中市の市外局番は0847です5

◇ふるさとを愛し、地域社会や世界で生き抜く力をもった子供を育成します

児童生徒が自律した学び手となり、自ら獲得した力で未来に挑戦し、多
様な他者と協働して新たな価値を創造するための「学力」および「学び
に向かう意欲」を向上させます。
●府中市学力調査活用　●グローバル教育推進　●授業支援ツール活用促進

地域に欠かせない高校の存続のため、上下高校に行けば何が身に付けら
れるか、何ができるかなどの出口戦略を見据え、市内はもちろん市外、
県外からも選ばれる高校になることを目指した魅力づくりに継続して取
り組みます。

「子育てにやさしいまち」を目指し、令和５年度からの３年度で、あら
ためて子育て施策を整理し、強化します。これまで実施してきた子育て
支援に加え、今後新たに行う支援を「子育て支援パッケージ」として示
し、府中市に住み、安心して子どもを産み育てる人を増やします。

●天領あやめ塾
　‌�高校の魅力の一つとして、進学コースでの予備校講師による授業対象を中学生へ拡大します。
●大学・地域協働による地域課題の解決支援
　‌�近隣の大学と連携し、地域に短期滞在してフィールドワークなどを行う際の報償費、交通費、宿泊費などの一部
を補助します。

●下宿等支援　●上下地区お試し住宅整備　●高校魅力化コーディネーター　●下校支援バス

2－⑤　「未来を拓く!」府中市学力向上事業

2－⑥　上下高校の魅力開発と支援
一部
新規

／府中市独自／

子育て支援
パッケージ事業

１年目
（令和５年度）

２年目
（令和６年度）

３年目
（令和７年度）以降

「安心して子育て」できるメニュー
2－①②③④

「暮らしやすい」を追求するメニュー
●保育料の無料化！…０～２歳児も無料に
●就労サポート…育児や介護の隙間にできる仕事のマッチング
●療育的保育の充実

「心と体を育む」豊かな経験メニュー
●大自然と親しむ保育…食の大切さを育む保育の推進など
●思い切り体を動かそう…アーバンスポーツエリアの整備やポムポムの無料化
●放課後の居場所づくり…公民館などを使った地域の人とふれあう機会を創出
●子育て専用公営住宅の整備

支援策は現在の案です。今後具体化を図ります。

横断的な
ネウボラ事

業

仕事と子育
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両立を応援
！

子どもの可
能性

を最大限に
！

予算額　約6,075万円

予算額　約1,079万円
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